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　博物館で行う企画展などイベントの最新情報は博物館ホームページまたは
Facebookで紹介しています。また臨時休館になる際もFacebookにて随時お知
らせをしていますのでぜひご活用ください。� （高）

り便からのお
第７号

　

標
茶
に
生
き
た
人
々
の
中
に
は
、
伝
記
の
よ
う
な
形
で
記
録
さ
れ
、
歴
史

に
そ
の
名
を
残
し
た
方
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
々
の
人
生
の
物
語
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

北
海
道
集
治
監
釧
路
分
監
は
標
茶
に
近
代
的
な
市
街
地
の
形
成
を
も
た
ら

す
な
ど
、
標
茶
の
歴
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
存
在
で
し
た
。
し
か
し
、

明
治
34
年
に
網
走
へ
移
転
す
る
と
、
標
茶
の
人
口
は
最
盛
期
の
10
分
の
１
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
集
治
監
は
標
茶
に
主
産
業
を
根
付
か
せ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
現
在
に
つ
な
が
る
畜
産
業
を
生
み
出
す
大

き
な
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
で
し
た
。
軍
馬
補
充

部
は
構
内
で
仔
馬
の
種
付
け
を
せ
ず
、
民
間
か
ら
買
い
入
れ
を
行
っ
て
い
た

た
め
、
馬
産
業
が
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
軍
馬
補
充
部
が
標
茶
に
な
け
れ

ば
、
今
の
町
の
姿
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

道
東
に
お
け
る
軍
馬
補
充
部
の
発
足
は
、
明
治
33
年
の
釧
路
支
部
設
置
に

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
が
、
明
治
38
年
の
日
露
戦
争
以
降
、
ば
ん
馬
や
騎
兵
馬

の
必
要
性
が
軍
部
内
で
高
ま
り
、
軍
馬
補
充
部
の
増
強
が
進
み
ま
し
た
。
こ

の
影
響
を
受
け
て
、
明
治
40
年
10
月
に
川
上
支
部
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ

標
茶
だ
っ
た
の
か
、
明
確
に
記
し
た
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
旭
川

に
あ
っ
た
陸
軍
第
七
師
団
へ
の
軍
馬
供
給
を
担
っ
て
い
る
、
白
糠
の
軍
馬
補

充
部
釧
路
支
部
の
増
強
が
目
的
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
、
標
茶
は
白
糠
と

距
離
が
近
く
、
集
治
監
廃
止
後
も
使
用
で
き
る
１
２
０
棟
近
く
の
建
物
が

あ
っ
た
こ
と
、
放
牧
地
と
し
て
使
え
そ
う
な
広
大
な
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
正
元
年
９
月
の
「
殖
民
広
報
」
に
は

当
時
の
川
上
支
部
に
つ
い
て
「
創
設
に
伴
う
職
員
16
人
、
常
置
人
夫
50
人
は

奥
羽
（
東
北
地
方
）
出
身
者
が
多
い
。
季
節
に
応
じ
て
雇
用
さ
れ
る
臨
時
職

員
は
、
多
い
時
で
１
日
２
０
０
人
に
達
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
川
上
支
部
創
設
期
に
初
代
支
部
長
と
し
て
赴
任
し
た
、
安
田
徐
次
郎
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

安
田
の
記
録
は
極
め
て
乏
し
く
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
生
没
年
や
氏
名
の
読
み
仮
名
を
確
認
で
き
る
資
料
、
写
真
な
ど

も
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
21
年
に
有あ

り
す
が
わ
の
み
や
た
け
ひ
と
し
ん
の
う

栖
川
宮
威
仁
親
王
の
欧
州
訪
問
の
際
に
随

行
し
た
こ
と
が「
官
報
」に
記
さ
れ
て
お
り
、こ
の
時
、陸
軍
騎
兵
中
尉
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
江
戸
後
期
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

標
茶
近
世
・
近
代
人
物
誌　
第
４
話

軍
馬
補
充
部
川
上
支
部　
初
代
支
部
長　

安
田　
徐
次
郎

　２月より鳥類のはく製と生き物の写真を中心とした移動展を開催しています。写真資料コーナーでは、
国の指定天然記念物のシジミチョウである「カラフトルリシジミ」の生態写真を大きなパネルにして展示
しています。３月30日㈪が最終日となっていますので、ぜひお近くの会場でご覧ください。

巡回移動展「出張!!室内バードウォッチ」開催中

【３月の予定】
　３月３日㈫〜９日㈪　　磯分内酪農センター
　３月10日㈫〜16日㈪　　茶安別公民館
　３月17日㈫〜23日㈪　　阿歴内公民館
　３月24日㈫〜30日㈪　　塘路公民館
　 ※観覧は無料です。
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翌
年
の
明
治
22
年
に
は
、
陸
軍
乗
馬
学
校
教
官
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
騎
兵
学

校
教
頭
ゼ
ル
ハ
ル
ド
著
「
癖
馬
調
教
書
（
日
本
語
訳
版
）」
の
発
行
に
際
し
、

校
正
と
い
う
形
で
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
37
～
38
年
ご
ろ
に
は
陸

軍
少
佐
と
な
り
、
第
十
師
団
騎
兵
第
十
連
隊
長
と
し
て
日
露
戦
争
へ
従
軍
し

ま
す
。
明
治
38
年
７
月
に
は
騎
兵
第
二
十
連
隊
が
新
設
さ
れ
、
陸
軍
中
佐
と

な
っ
た
安
田
は
隊
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
連
隊
は
、
臨
時
動
員
さ
れ
た

第
十
六
師
団
に
編
入
さ
れ
中
国
の
大
連
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
戦
い
が
ほ
ぼ

終
結
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
闘
に
加
わ
る
こ
と
な
く
日
露
戦
争
は
終
戦

を
迎
え
ま
す
。
安
田
は
満
州
の
警
備
に
あ
た
っ
た
後
、
明
治
40
年
に
大
阪
へ

帰
国
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
安
田
は
騎
兵
隊
出
身
で
教
導
経
験
を
持
ち
、

連
隊
指
揮
も
行
っ
た
経
験
豊
か
な
陸
軍
将
校
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
経
験
を

買
わ
れ
、
新
設
さ
れ
る
川
上
支
部
長
と
し
て
標
茶
に
赴
任
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

安
田
が
赴
任
す
る
直
前
、
軍
馬
補
充
部
本
部
長
の
大
蔵
平
三
中
将
、
同
本

部
の
山
室
朝
光
技
師
、
釧
路
支
部
長
の
坂
野
金
策
少
佐
が
標
茶
の
軍
馬
補
充

部
用
地
内
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
標
茶
の
木
下
堅
三
氏
が
案
内
を

務
め
ま
し
た
。
こ
の
時
、
多
和
付
近
の
ア
ヤ
メ
が
花
盛
り
だ
っ
た
た
め
、
辺

り
一
帯
を
「
ア
ヤ
メ
ヶ
原
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
付
近
一
番
の
高

原
を
調
査
し
、
そ
の
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
で
あ
る
、
大
蔵
の
大
、
坂

野
の
坂
、
山
室
の
山
か
ら
「
大
坂
山
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
地
名
は
現

在
も
残
っ
て
お
り
、
地
図
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
下
氏
は
、
安
田
と

購
買
官
と
共
に
標
津
へ
軍
馬
の
地
方
購
買
へ
随
行
し
た
こ
と
を
思
い
出
と
し

て
語
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
41
年
、
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
の
整
備
が
本
格
化
す
る
と
、
他
地
方

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
移
り
住
み
、
標
茶
の
人
口
は
前
年
の
５
２
９
人
か

ら
９
５
０
人
へ
と
急
増
し
ま
し

た
。
安
田
は
創
成
期
の
川
上
支

部
で
、整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

明
治
41
年
８
月
よ
り
軍
馬
育
成

を
開
始
し
ま
し
た
。
明
治
43
年

ご
ろ
ま
で
支
部
長
と
し
て
標
茶

に
勤
務
し
た
安
田
で
す
が
、
そ

の
後
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
年
齢
的
に
も
50
代

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
川
上
支

部
を
最
後
に
退
官
し
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

参
考
文
献

　
　
　
「
官
報
」　

第
七
三
〇
〇
號
・
第
七
三
一
五
號

　
　
　
『
日
本
陸
軍
将
官
辞
典
』　

平
成
13
年
発
行　

福
川
秀
樹　

著

いきもの� 発見日和 第２回企画展
「縄文の脚つき土器と　　
　　うるし塗り櫛の世界」

大正12年の陸地測量部図
（大坂山やアヤメヶ原が記載される）

３月22日㈰まで好評開催中

File.1　オオワシ
発見日　令和２年２月上旬

　１階企画展示室には150点の貴重な遺物を
展示しています。見学は無料です。ぜひお越し
ください。

　うるし塗りの櫛
くし

このくしは、鶴居村下幌呂１遺跡
の縄文時代後期中葉（約3000年前）の竪穴住居
より出土しました。くしの歯は残っていませんが、
11本あったことは分かっています。漆の樹液が数
回塗り重ねられています。

注目の展
示資料

　オオワシは黄色い立派なくちばしと、黒と白の
体のコントラストが目を引く大型の猛

もうきん

禽類です。
同じく大型の猛禽類であるオジロワシとよく似て
いますが、オジロワシは体の色が若干茶色に見え、
くちばしもオオワシほど黄色くはないです。また、
飛んでいる時の尾の形がオオワシとオジロワシで
は違います。
　この日発見したオオワシは見晴らしのよさそう
な大木の上で首をせわしなく動かしながら、キョ
ロキョロと周辺をうかがっていました。本町でオ
オワシが見られるのは冬の間だけです。
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地域おこし協力隊活動日誌 vol.26

　「馬を核とした地域づくり」に官民連携で取り組む道東ホースタウンプロジェクト。昨年
は、牧場まつり多和平カントリーフェスタⅡや標茶町産業まつりなどで、町の皆さんと馬
たちとのふれ合いや乗馬体験の取り組みも行いました。
　この度、ホームページをリニューアルしました。今後もさまざまな取り組みを進め、ホー
ムページで紹介していきますので、標茶町の皆さんにも是非ご覧いただき、応援していた
だければと思います。

道東ホースタウンプロジェクトのホームページを
リニューアルしました

地域おこし協力隊
岡本　昌

ホームページアドレス
https://dotohorsetown.jp/ 
　トップページは変更せず、道東の自然の中でのホース
トレッキング風景の美しい動画です。

　「お知らせ」「プロジェクトについて」「乗馬サービス」
「馬預かり事業」「馬の紹介」「ふるさと納税」と各コー
ナーのページを分け、内容が分かりやすく見やすい構成
になりました。

新しいお知らせを写真と共に表示。
クリックすると詳細内容が見られます。

Facebookもよろしくお願いします！ https://www.facebook.com/horsetown.hokkaido/

ホームページ・リニューアルのポイント

お知らせ

プロジェクトが目指すことや活動の全体
像を分かりやすく紹介しています。

ふるさと納税

標茶町の紹介

ふるさと納税の呼びかけと
共に、標茶町の紹介もして
います。

秋冬の景色写真がとても
美しいです。

プロジェクトに
ついて


